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　長岡児童
館（佐藤宙

子館長）の
園庭

で10月24
日、焼き芋

会が行われ
まし

た。これは
、子どもた

ちが育てた
サツ

マイモを使
用した毎年

恒例の行事
。

20人の子
どもたちは

、くん炭機
から

もくもくと
上がる煙に

歓声を上げ
た

り、名誉町
民の巽聖歌

が作詞した「
た

きび」を歌っ
たりしなが

ら、焼き芋
がで

きるまでの
時間も楽し

んでいまし
た。

特集
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先人の遺業をしのび
ふるさとに思いをはせる
～名誉町民・巽聖歌の顕彰～



雨のため、室内で行われた餅まき大会

女子新体操の華麗な演技

つきたてのお餅、おいしいね

今年復活したガールスカウト
岩手県第11団（紫波支部）の

募金活動姉妹都市の福島県古殿町も出店消防士さんになりきり☆

子どもたちに大人気だった「ゆるキャラじゃんけん大会」

紫波ひめ隊による餅ふるまい

災
害
に
も
負
け
ず
町
の
食
、

物
産
、元
気
が
大
集
結
！！

●
産
業
ま
つ
り

第30回

美味しそうな香りのする屋台が軒を連ねました
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前田貴宏さん、美幸さん、
明
あ か り
花利ちゃん（1歳）（古館地区）

友達グループと一緒に来ました。今日
（20日）が誕生日なので、一升餅背負
いがちょうど良かったです。元気な姿
で良い思い出になりました！

俊敏性を測定する
交通安全コーナー

JA女性部による販売コーナー

あづま幼稚園の演技

豪華賞品が当たった農産物争奪クイズ

マグロ解体ショー

農林公社では、玉伐り体験盛岡工業高等学校のロボットの実演展示

紫波の匠コーナー「壁塗り体験」

滝澤千春さん、
徹
てっぺい
併君、遵

じゅんぺい
併君

（盛岡市）

昨年も来ました！スタン
プラリーをして、お茶餅な
どおいしいものを味わっ
て帰りたいと思います。

（しわ黒豚の試食後）
こんなにおいしい試
食は初めてです♪

　

紫
波
町
産
業
ま
つ
り
は
10
月
19
、
20
の
両
日
、
サ
ン
・
ビ

レ
ッ
ジ
紫
波
で
開
催
さ
れ
、
約
２
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
式
で
、
藤
原
町
長
は
「
今
年
は
豪
雨
や
台
風

な
ど
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
大
変
な
年
で
し
た
が
、
町
の

皆
さ
ん
が
良
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
努
力
し
た
成
果
が
今
回
の

ま
つ
り
に
表
れ
て
い
ま
す
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
た
く
さ

ん
見
て
回
っ
て
、
食
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
１
日
目
は
秋
晴
れ
、
２
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
中
、
こ
の
秋
に
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
旬
の
野
菜
や
果
物
、

丹
精
込
め
て
飼
育
さ
れ
た
牛
や
豚
の
肉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

物
産
が
店
頭
に
並
び
、
生
産
者
の
元
気
な
掛
け
声
と
た
く
さ

ん
の
来
場
者
の
笑
顔
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

紫波総合高等学校郷土芸能部による「さんさ踊り」の演舞
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紫
波
中
央
駅
前
都
市
整
備
事
業
「
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た

役
場
新
庁
舎
が
、
10
月
７
日
、
起
工

式
を
迎
え
ま
し
た
。
藤
原
町
長
を
は

じ
め
、
整
備
・
維
持
管
理
を
行
う
特

別
目
的
会
社
「
紫
波
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
株

式
会
社
」（
橘
冨
雄
代
表
取
締
役
）
の

代
表
者
な
ど
、
関
係
者
約
１
０
０
人

が
参
列
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
延
床
面
積
６
６
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
３
階
建
て
で
、
木

造
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
混
構

造
。
木
造
部
分
に
は
町
産
の
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
ま
す
。

一
部
の
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電

設
備
も
備
え
る
な
ど
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
進
め
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
４
カ
所
に
分
散
し

て
い
る
行
政
機
能
が
一
つ
に
ま
と

ま
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
充
実
に
も
努
め
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「将来50年にわたって
活用できる庁舎にした
い」と祈りを込め、鍬入
れした藤原町長

新庁舎は、全体の７０％が木造で建築されます。現在、新庁舎の
柱などに利用する木材の伐採が進められています

　
新
庁
舎
の
東
側
に
建
設
さ
れ
る
民
間
複
合
施
設「
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー

ス
」の
起
工
式
も
、役
場
庁
舎
の
起
工
式
と
同
日
の
10
月
７
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス（
株
）（
岡
崎
正
信
代
表
取
締
役
）が

運
営
す
る
木
造
の
民
間
施
設
で
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
専
用
体
育
館
、飲
食
店
な
ど
が
入
居
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、紫

波
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
と
し
て
、既
存
の
自
転
車
競
技
場
や

サ
ッ
カ
ー
施
設
、新
設
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育
館
を
利
用
し

た
人
材
育
成
も
展
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、オ
ガ
ー
ル
地
区
を
中
心

と
し
た
よ
り
一
層
の
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

関係者約60人が参列する中、工事の安全を祈願しながら
鍬入れした岡崎正信代表取締役

平
成
27
年
５
月
の
開
庁
に
向
け
て

役
場
新
庁
舎
が
着
工

オガール・ニュース
最新のオガール地区の
情報をお伝えします

「
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
」
も
着
工
、

来
年
７
月
オ
ー
プ
ン
予
定

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

～
平
成
25
年
度
土
地
活
用
モ
デ
ル
大
賞
～

　
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、（
一
社
）
都
市
み
ら
い
推

進
機
構
が
主
催
す
る
平
成
25
年
度
土
地
活
用
モ
デ
ル
大
賞
に

お
い
て
、
最
高
賞
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
地
域
課
題
を
踏
ま
え
た
先
進
的
で
有
効
的

な
土
地
活
用
の
事
例
に
贈
ら
れ
る
も
の
。
公
共
投
資
に
よ
る

社
会
基
盤
や
集
客
拠
点
の
整
備
と
、民
間
投
資
に
よ
る
商
業・

サ
ー
ビ
ス
業
の
出
店
に
よ
り
、
オ
ガ
ー
ル
地
区
の
不
動
産
価

値
が
高
ま
り
、
さ
ら
な
る
民
間
投
資
の
誘
発
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
公
民
連
携
事
業
の
先
進
的
な
事
例

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

１０月２４日に東京都で表彰式が行われ、藤原孝町長（右）と
岡崎正信オガールプラザ(株)代表取締役（中央）が賞状を受け取りました
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平
成
28
年
に
開
催
を
控
え
て
い
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国

体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
に
向
け
、
９
月
25
日
、
情
報
交

流
館
で
第
71
回
国
民
体
育
大
会
紫
波
町
準
備
委
員
会
の
第

２
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
藤
原
孝
会
長
は
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
、
当
県
で
国

体
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
。
お
も

て
な
し
の
心
を
持
っ
て
準
備
を
進
め
、
大
会
を
成
功
さ
せ
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
運
営
の
準

備
や
お
も
て
な
し
の
方
針
を
決
定
。
本
年

度
は
、
町
民
へ
の
周
知
や
地
産
地
消
弁

当
の
広
報
、
大
会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

と
ダ
ン
ス
の
普
及
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

参加者もマイクを手に取って発言しました

国体準備委員会  第２回総会

　
（
一
社
）し
わ・ま
ち
コ
ー
デ
ィ
ネ
ッ
ト（
河
野
和
広
代

表
）が
主
催
す
る「
は
じ
め
の
一
歩
講
演
会
」は
10
月
22

日
、情
報
交
流
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、住
民
と

企
業
、行
政
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
共
助
の
社
会

づ
く
り
を
考
え
、進
め
て
い
く
第
一
歩
に
し
よ
う
と
企

画
さ
れ
た
も
の
。講
師
に
招
か
れ
た
元
内
閣
府「
新
し
い

公
共
」推
進
委
員
の
藤
岡
喜
美
子
氏
は「
一
人
一
人
が

意
識
を
変
え
、共
通
の
目
標
達
成
の
た
め
に
力
を
尽
く

す
こ
と
が
大
切
。そ
れ
が
社
会
全
体
の
問
題
解
決
能
力

を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
主
張
。そ
の
後
、前
滝

沢
村
長
の
柳
村
純
一
氏
に
よ
る
事
例
発
表
、会
場
を
交

え
た
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
、約
30
人
の
参
加
者
は
、

市
民
と
行
政
と
が
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
同
じ
目
線
で
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。 　

『
大
切
な
こ
と
は
す
べ
て
絵
本
か
ら
教
わ
っ
た
』
の
著
者
で

知
ら
れ
る
末
盛
千
枝
子
さ
ん
の
講
演
会
は
10
月
27
日
、
情
報
交

流
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
赤
石
地
区
子
育
て
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
（
佐
藤
周
子
代
表
）
が
主
催

し
、
赤
石
公
民
館
と
図
書
館
が
共
催
し
た
も
の
。
末
盛
さ
ん
は
、

ご
自
身
の
絵
本
の
編
集
者
と
し
て
の
経
験
や
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
届
け
る
「
３
・
11
絵
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
に
触
れ
「
小
さ
い
子
ど
も
向
け
の
絵
本

で
も
大
人
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
困
難
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
生
は
生
き
る
に
値
す
る
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
」
と
活
動
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
１
０
０
人
の
参
加
者
は
、
末
盛
さ
ん
の

言
葉
に
う
な
ず
い
た
り
感
嘆
し
た
り
し
な
が
ら
、
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

それぞれの立場で
できることから始める

「全員参加のまちづくり」

絵本の内容や言葉を紹介しながら語る末盛さん

絵本が教えてくれる、
人生において大切なこと

当町は自転車競技の開催地。「わんこ兄弟」の
紫波町バージョンのマスコットキャラクターが
お披露目されました。

スポット
ニュース
SPOT NEWS

総会の様子
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たびたび故郷を訪れていた聖歌が見ていたのかもしれない城山からの眺め（昭和41年4月）

没後
４０年

先
人
の
遺
業
を
し
の
び

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
る

〜
名
誉
町
民・巽た

つ
み

聖せ

い

か歌
の
顕
彰
〜

30代のころの聖歌

■
巽
聖
歌
の
歩
み
［
略
年
表
］

○
１
９
０
５（
明
治
38
）年

2
月
12
日
、紫
波
郡
日
詰
町
で
誕
生
。本
名
は
野
村
七
蔵
。

○
１
９
２
４（
大
正
13
）年　
19
歳

上
京
し
児
童
総
合
雑
誌『
少
年
』や『
少
女
』を
発
行
す
る
時
事
新
報
社
に
入
社
。

○
１
９
２
５（
大
正
14
）年　
20
歳

時
事
新
報
社
を
や
め
て
帰
郷
。日
詰
教
会
で
洗
礼
を
受
け
る
。

『
赤
い
鳥
』10
月
号
に
童
謡「
水み

な
く
ち口

」「
家い

ぐ

ね
垣
根
路み

ち

で
」が
巽
聖
歌
の
名
で
載

る
。「
水
口
」が
選
者
北
原
白
秋
に
激
賞
さ
れ
る
。

○
１
９
２
８（
昭
和
3
）年　
23
歳　
白
秋
の
す
す
め
に
従
い
上
京
。

○
１
９
３
１（
昭
和
6
）年　
26
歳

処
女
童
謡
集『
雪
と
驢ろ

ば馬
』を
刊
行
。

12
月
、聖
歌
を
頼
り
新
美
南
吉（
18
歳
）が
上
京
。

○
１
９
３
２（
昭
和
7
）年　
27
歳

聖
歌
の
す
す
め
で
東
京
外
国
語
学
校
英
語
部
文
科
文
学（
現・東
京
外
国
語

大
学
）を
受
験
し
合
格
し
た
新
美
南
吉
が
、4
月
よ
り
東
京
中
野
区
上
高
田

の
巽
家
に
同
居
。

○
１
９
４
１（
昭
和
16
）年　
36
歳

　
「
た
き
び
」が
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
う
た
の
お
け
い
こ
」で
放
送
さ
れ
る
。

○
１
９
４
３（
昭
和
18
）年　
38
歳

3
月
22
日
、新
美
南
吉
死
去（
29
歳
）。南
吉
の
未
発
表
原
稿
が
聖
歌
に
託
さ

れ
る
。

○
１
９
４
４（
昭
和
19
）年　
39
歳

　
姉
の
紹
介
で
、沼
宮
内
町（
現
岩
手
町
沼
宮
内
）に
疎
開
。

○
１
９
４
８（
昭
和
23
）年　
43
歳　
再
び
上
京
し
東
京
都
日
野
市
に
移
住
。

○
１
９
５
３（
昭
和
28
）年　
48
歳

河
出
書
房
刊『
日
本
児
童
文
学
全
集
』第
九
巻
に「
巽
聖
歌
集
」と
し
て
童

謡・少
年
詩
50
編
が
載
る
。

○
１
９
５
９（
昭
和
34
）年　
54
歳

　
『
日
本
児
童
文
学
』に「
新
美
南
吉
の
手
紙
と
生
涯
」を
連
載
。

○
１
９
６
２（
昭
和
37
）年　
57
歳

　
『
新
美
南
吉
の
手
紙
と
生
涯
』、新
美
南
吉
詩
集『
墓
碑
銘
』刊
行
。

○
１
９
６
５（
昭
和
40
）年　
60
歳

　
巽
聖
歌・滑
川
道
夫
編『
新
美
南
吉
全
集
』全
八
巻
刊
行
。

○
１
９
７
２（
昭
和
47
）年　
67
歳

　
日
本
児
童
文
学
者
協
会
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
る
。

○
１
９
７
３（
昭
和
48
）年　
68
歳

　
4
月
24
日
、心
不
全
の
た
め
東
京
都
日
野
市
立
病
院
で
死
去
。

○
１
９
７
７（
昭
和
52
）年　
『
巽
聖
歌
作
品
集
上・下
』刊
行
。

○
１
９
７
８（
昭
和
53
）年　
紫
波
町
の
名
誉
町
民
と
な
る
。

○
１
９
７
９（
昭
和
54
）年　
紫
波
運
動
公
園
に「
水
口
」詩
碑
建
立
。

○
１
９
９
９（
平
成
11
）年

　
東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
に「
た
き
び
」の
詩
碑
建
立
。

○
２
０
０
５（
平
成
17
）年

　
巽
聖
歌
生
誕
１
０
０
年
記
念
童
謡
ま
つ
り・講
演
会
開
催（
紫
波
町
）

　
誰
も
が
一
度
は
歌
っ
た
こ
と
の
あ
る
童
謡
「
た
き
び
」
で
知

ら
れ
る
巽
聖
歌
は
、
優
れ
た
童
謡
詩
人
で
あ
り
、
編
集
者
、
著

作
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
日
詰
出
身
の
名
誉
町
民
で
す
。
聖
歌

は
北
原
白
秋
に
師
事
し
、
た
く
さ
ん
の
心
に
し
み
る
童
謡
や
詩

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」
や
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
な
ど
の
名
作
で
知
ら
れ
る
童
話
作
家
・
新
美
南
吉

を
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
、
世
の
中
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
命
日
で
あ
る
4
月
24
日
に
は
、
紫
波
童
謡
の
会
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
有
志
の
方
々
が
、
紫
波
運
動
公
園
内
に
あ
る

「
水み

な
く
ち口
」
の
詩
碑
に
花
と
歌
を
捧
げ
供
養
し
て
い
ま
す
。

　
特
集
で
は
、
来
年
2
月
の「
新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
巽
聖

歌
童
謡
ま
つ
り
」開
催
を
前
に
顕
彰
活
動
に
取
り
組
む
方
々
か

ら
伺
っ
た
聖
歌
の
魅
力
や
、
生
前
住
ま
い
の
あ
っ
た
東
京
都
日

野
市
を
訪
ね
た
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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巽
聖
歌
（
本
名
・
野
村
七
蔵
）
は
明

治
38
年
、日
詰
町
（
現
在
の
日
詰
地
区
）

に
、
鍛
冶
屋
の
7
人
兄
弟
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
正
14
年
に
童

話
と
童
謡
の
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
、

詩
「
水み

な
く
ち口
」
を
巽
聖
歌
の
筆
名
で
発

表
。
選
者
で
あ
る
北
原
白
秋
か
ら
激
賞

さ
れ
、
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
存

在
に
な
り
ま
し
た
。

　

18
歳
で
上
京
し
、19
歳
か
ら
時
事
新

報
社
に
勤
め
て
い
た
聖
歌
で
し
た
が
、

『
赤
い
鳥
』に「
水
口
」を
投
稿
し
た
こ

ろ
は
、時
事
新
報
社
を
退
社
し
、ふ
る

さ
と
日
詰
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。大

正
14
年
の
7
月
、激
し
い
創
作
意
欲
に

駆
ら
れ
た
聖
歌
は
、「
水
口
」「
家い

ぐ

ね

垣
根

路み
ち

で
」「
野
芹
」な
ど
の
童
謡
を
次
々

と
創
作
し
、い
ず
れ
も『
赤
い
鳥
』に
入

選
。聖
歌
が
20
歳
の
時
で
し
た
。以
後
、

聖
歌
は
北
原
白
秋
に
師
事
し
、意
欲
的

に
創
作
活
動
を
開
始
。活
動
拠
点
を
再

び
東
京
へ
と
移
し
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
19
年
、
聖
歌
は
、
戦
火
を
避
け

て
沼
宮
内
町
（
現
・
岩
手
町
沼
宮
内
）

に
疎
開
し
、
戦
後
の
一
時
期
を
岩
手
の

児
童
文
化
運
動
の
た
め
に
活
動
し
ま
し

た
。
一
切
の
戦
時
統
制
が
解
除
と
な
っ

た
昭
和
21
年
、
聖
歌
は
、
短
歌
と
詩
の

雑
誌
『
新
樹
』
を
刊
行
。
同
じ
年
の
6

月
に
「
岩
手
児
童
文
化
協
会
」
を
結
成

し
て
、
自
ら
事
務
局
長
を
引
き
受
け
、

『
こ
ど
も
し
ん
ぶ
ん
』
を
発
行
し
ま
し

た
。
8
月
に
は
、
休
刊
し
て
い
た
雑
誌

『
新
児
童
文
化
』
を
復
刊
。
昭
和
23

年
、
聖
歌
は
再
び
ふ
る
さ
と
を
後
に
し

て
上
京
す
る
こ
と
を
決
断
し
、
亡
く
な

る
ま
で
活
動
の
拠
点
を
東
京
都
日
野
市

に
置
い
て
い
ま
す
。

　
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」や
「
手
袋
を
買
い
に
」

「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み
」
で
知

ら
れ
る
童
話
作
家
・
新
美
南
吉
と
聖
歌

は
、
昭
和
6
年
に
、
児
童
雑
誌
『
赤
い

鳥
』
を
縁
に
知
り
合
い
ま
す
。
こ
の
年
、

18
歳
の
南
吉
は
『
赤
い
鳥
』に
投
稿
し
、

い
く
つ
も
の
作
品
が
入
選
。
活
躍
す
る

新
人
に
聖
歌
が
手
紙
を
出
し
た
こ
と
か

ら
、
強
い
絆
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

聖
歌
は
、
折
に
ふ
れ
て
南
吉
の
面
倒
を

よ
く
み
て
い
ま
す
。

　

昭
和
11
年
、
南
吉
は
病
を
得
て
帰

郷
し
ま
し
た
が
、
聖
歌
は
、
南
吉
が

児
童
文
学
界
か
ら
疎
遠
に
な
ら
な
い
よ

う
、
機
会
あ
る
ご
と
に
南
吉
の
作
品
を

世
に
出
し
支
援
し
続
け
ま
し
た
。
昭
和

17
年
に
は
、
聖
歌
の
後
押
し
に
よ
り
南

吉
の
処
女
童
話
集
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ

ン
プ
』
が
出
版
さ
れ
ま
す
。
南
吉
が
29

歳
で
夭よ

う
せ
つ折
す
る
前
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
南
吉
は
、
亡
く
な
る
直
前
に
未
発
表

原
稿
の
全
て
を
信
頼
し
て
い
る
聖
歌
に

託
し
ま
し
た
。
原
稿
を
預
か
っ
た
聖
歌

は
、
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
南
吉
の
作
品
集
を
次
々
に
出
版

し
て
い
き
ま
す
。
出
版
活
動
は
聖
歌
が

亡
く
な
る
2
年
前
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
聖
歌
は
そ
の
半
生
を
か
け
て
、
南

吉
の
作
品
を
世
に
送
り
出
す
た
め
に

尽
力
し
た
の
で
す
。

新
美
南
吉
の
作
品
を

世
に
出
す
た
め
に

尽
力
し
た
聖
歌

巽
聖
歌
と
い
う
人

児
童
文
学
を
牽け

ん

い

ん引
し
た

童
の
心
を
持
つ
詩
人

○
１
９
０
５（
明
治
38
）年

2
月
12
日
、紫
波
郡
日
詰
町
で
誕
生
。本
名
は
野
村
七
蔵
。

○
１
９
２
４（
大
正
13
）年　
19
歳

上
京
し
児
童
総
合
雑
誌『
少
年
』や『
少
女
』を
発
行
す
る
時
事
新
報
社
に
入
社
。

○
１
９
２
５（
大
正
14
）年　
20
歳

時
事
新
報
社
を
や
め
て
帰
郷
。日
詰
教
会
で
洗
礼
を
受
け
る
。

『
赤
い
鳥
』10
月
号
に
童
謡「
水み

な
く
ち口
」「
家い

ぐ

ね
垣
根
路み

ち

で
」が
巽
聖
歌
の
名
で
載

る
。「
水
口
」が
選
者
北
原
白
秋
に
激
賞
さ
れ
る
。

○
１
９
２
８（
昭
和
3
）年　
23
歳　
白
秋
の
す
す
め
に
従
い
上
京
。

○
１
９
３
１（
昭
和
6
）年　
26
歳

処
女
童
謡
集『
雪
と
驢ろ

ば馬
』を
刊
行
。

12
月
、聖
歌
を
頼
り
新
美
南
吉（
18
歳
）が
上
京
。

○
１
９
３
２（
昭
和
7
）年　
27
歳

聖
歌
の
す
す
め
で
東
京
外
国
語
学
校
英
語
部
文
科
文
学（
現・東
京
外
国
語

大
学
）を
受
験
し
合
格
し
た
新
美
南
吉
が
、4
月
よ
り
東
京
中
野
区
上
高
田

の
巽
家
に
同
居
。

○
１
９
４
１（
昭
和
16
）年　
36
歳

　
「
た
き
び
」が
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
う
た
の
お
け
い
こ
」で
放
送
さ
れ
る
。

○
１
９
４
３（
昭
和
18
）年　
38
歳

3
月
22
日
、新
美
南
吉
死
去（
29
歳
）。南
吉
の
未
発
表
原
稿
が
聖
歌
に
託
さ

れ
る
。

○
１
９
４
４（
昭
和
19
）年　
39
歳

　
姉
の
紹
介
で
、沼
宮
内
町（
現
岩
手
町
沼
宮
内
）に
疎
開
。

○
１
９
４
８（
昭
和
23
）年　
43
歳　
再
び
上
京
し
東
京
都
日
野
市
に
移
住
。

○
１
９
５
３（
昭
和
28
）年　
48
歳

河
出
書
房
刊『
日
本
児
童
文
学
全
集
』第
九
巻
に「
巽
聖
歌
集
」と
し
て
童

謡・少
年
詩
50
編
が
載
る
。

○
１
９
５
９（
昭
和
34
）年　
54
歳

　
『
日
本
児
童
文
学
』に「
新
美
南
吉
の
手
紙
と
生
涯
」を
連
載
。

○
１
９
６
２（
昭
和
37
）年　
57
歳

　
『
新
美
南
吉
の
手
紙
と
生
涯
』、新
美
南
吉
詩
集『
墓
碑
銘
』刊
行
。

○
１
９
６
５（
昭
和
40
）年　
60
歳

　
巽
聖
歌・滑
川
道
夫
編『
新
美
南
吉
全
集
』全
八
巻
刊
行
。

○
１
９
７
２（
昭
和
47
）年　
67
歳

　
日
本
児
童
文
学
者
協
会
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
る
。

○
１
９
７
３（
昭
和
48
）年　
68
歳

　
4
月
24
日
、心
不
全
の
た
め
東
京
都
日
野
市
立
病
院
で
死
去
。

○
１
９
７
７（
昭
和
52
）年　
『
巽
聖
歌
作
品
集
上・下
』刊
行
。

○
１
９
７
８（
昭
和
53
）年　
紫
波
町
の
名
誉
町
民
と
な
る
。

○
１
９
７
９（
昭
和
54
）年　
紫
波
運
動
公
園
に「
水
口
」詩
碑
建
立
。

○
１
９
９
９（
平
成
11
）年

　
東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園
に「
た
き
び
」の
詩
碑
建
立
。

○
２
０
０
５（
平
成
17
）年

　
巽
聖
歌
生
誕
１
０
０
年
記
念
童
謡
ま
つ
り・講
演
会
開
催（
紫
波
町
）
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昭
和
23
年
10
月
、聖
歌
は
知
人
の
紹
介
で
疎
開
先
の
岩
手
県
沼
宮
内
か
ら
日
野
町
東
大
助（
現・東
京
都
日
野
市

旭
が
丘
）に
転
居
し
ま
す
。聖
歌
は
日
野
市
内
や
多
摩
地
域
の
学
校
の
教
師
と
も
親
交
が
あ
り
、綴
り
方
や
児
童
詩

の
指
導
を
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。昭
和
48
年
に
68
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、平
成
10
年
、地
元
の
皆
さ
ん
が
聖

歌
の
功
績
を
い
つ
ま
で
も
語
り
継
ぐ
た
め
に「
た
き
び
会
」を
つ
く
り
、今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

聖
歌
の
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
も
言
う
べ
き
日
野
市
を
訪
ね
、ゆ
か
り
の
場
所
や
郷
土
資
料
館
所

蔵
の
資
料
な
ど
か
ら
、在
り
し
日
の
聖
歌
の
面
影
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

オレンジ色の電車が行き交う駅のホームでは、
電車の発車時にオルゴール調の軽やかな

「たきび」のメロディが流れます。これは、地元の
方々が署名活動を行うなどして、約３年の

年月をかけて平成２２年１月に実現
させたものです。

旭が丘
中央公園には、

「たきび」の詩碑が
あります。この詩碑は、巽聖歌の顕彰
活動を行う「たきび会」のメンバーや

地域の方々など230人が賛同し、
聖歌の命日に合わせた平成１１年

４月２４日に建立したものです。
詩碑の周りには、「たきび」の歌詞に
ちなんで垣根が作られ、さざんか

　　　の木も植えられて
　　　います。　

巽
聖
歌
を
今
に
伝
え
続
け
る

日
野
市
を
訪
ね
て
〜
日
野
市
訪
問
記

バス停「旭が丘中央公園前」
には、詩碑の案内板

詩碑の
裏側には、聖歌の
死を悼んだ当時の

皇太子妃美智子さま
が詠んだ短歌が
刻まれています。

住宅地に囲まれた
小高い丘の上にある郷土資料館は、
元小学校の校舎を利用した建物。
子どもが大好きで、たくさんの学校の
校歌を作詞し、教育活動にも熱心に取り組ん
だ聖歌を連想させます。
昨年の企画展示の様子。紫波の風景とともに「水口」の
詩が紹介されています。（通常時は、パネル展示）

電車
新幹線

電車

豊
と よ だ

田駅

バス

紫波
中央駅北上駅

東京駅

旭が丘
中央公園に
建つ「たきび」
の詩碑

日野市
郷土資料館

車など
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私
が
聖
歌
の
研
究
や
顕
彰
活
動
に
関
わ
り
始

め
た
の
は
、聖
歌
が
亡
く
な
っ
た
25
年
後
の
平
成

10
年
、ご
自
宅
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

際
に
、地
域
の
人
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
資

料
を
引
き
取
り
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。聖
歌
の
功
績
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、

聖
歌
が
児
童
文
学
の
歴
史
上
で
大
き
く
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、こ

れ
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。生
誕
１
０
０
年
の
平
成
17
年
に
は
企
画

展
を
開
催
し
、た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
聖
歌
を

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
、と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、紫
波
町
に
は
も
う
10
回
以
上
訪
れ
て
い

る
の
で
す
が
、紫
波
に
行
っ
て
み
て
初
め
て「
聖
歌

が
歌
っ
て
い
た
の
は
、こ
う
い
う
こ
と（
ふ
る
さ
と

の
風
景
や
自
然
）だ
っ
た
ん
だ
…
！
」と
理
解
で

き
た
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。作
品
へ
の
理
解
は
、

そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の

な
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

聖
歌
を
と
お
し
て
紫
波
町
を
訪
れ
る
き
っ
か

け
が
生
ま
れ
、た
く
さ
ん
の
方
々
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
し
、皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
た
き
び
祭
」は
、平
成
18
年
か
ら
毎
年
12
月

に
開
催
し
て
い
る
お
祭
り
で
、今
年
で
８
回
目

を
迎
え
ま
す
。当
時
は
、聖
歌
の
こ
と
を
知
ら
な

い
人
が
た
く
さ
ん
い
た
た
め
、も
っ
と
多
く
の
人

に
聖
歌
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
た
き
火
を
行
う
た
め
、第
１
回
の
開

催
日
は
、過
去
１
０
０
年
間
で
一
番
雨
の
降
ら

な
か
っ
た
日
に
ち
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、当
日
は

な
ん
と
雨
模
様
。以
後
７
回
の
う
ち
５
回
も
雨

天
で
し
た
。聖
歌
は
い
わ
ゆ
る〝
雨
男
”だ
っ
た

そ
う
で
、平
成
11
年
の
詩
碑
の
除
幕
式
も
大
雨

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

た
き
び
祭
は
、地
域
の
た
く
さ
ん
の
人
が
関

わ
っ
て
い
る
お
祭
り
で
す
の
で
、自
分
た
ち
よ
り

も
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
ず
っ
と
続
け
て
い
け

る
よ
う
な
催
し
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。い
つ
か
、紫
波
町
か
ら
聖
火
リ
レ
ー
の
よ
う

に
火
を
運
び
、「
た
き
び
」の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
中

野
区
の
鈴
木
さ
ん
宅
の
落
ち
葉
と
旭
が
丘
中
央

公
園
の
落
ち
葉
を
混
ぜ
て
、た
き
び
祭
を
開
催

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
夢
で
す
。

　
聖
歌
に
関
す
る
資
料
の
収
集
と
保
管
を
し
て
い
る
日
野
市
郷
土
資
料
館
の
北
村
澄
江

さ
ん
と
、
聖
歌
の
顕
彰
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
た
き
び
会
」
そ
し
て
毎
年
12
月
に

行
わ
れ
る
「
た
き
び
祭
」
を
主
催
し
て
い
る
旭
が
丘
商
工
連
合
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

聖歌の日記帳。「赤い鳥」に「水口」が推奨
で掲載されたことが記されたページ。

紫
波
を
訪
れ
る
こ
と
で
、

聖
歌
の
作
品
へ
の
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た（
北
村
澄
江
さ
ん
）

火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

（
た
き
び
会・旭
が
丘
商
工
連
合
会
の
皆
さ
ん
）

第
８
回 

た
き
び
祭

■
開
催
日
　
前
夜
祭
12
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
本
祭　
12
月
７
日（
土
）

■
会
　
場　
旭
が
丘
中
央
公
園

■
内
　
容　
前
夜
祭
…
聖
歌
の
詩
や
童
謡

に
親
し
む
催
し
／
本
祭
…
た
き
火
、焼
き

芋
の
配
布
、バ
ン
ド
演
奏
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
踊
り
や
歌
な
ど
の
発
表
、屋

台
の
出
店
な
ど

■
問
合
せ　
旭
が
丘
商
工
連
合
会
事
務
局

　
☎
０
４
２（
５
８
４
）５
５
３
１

一昨年のたきび祭の様子

「たきび」の色紙。聖歌の描いた
絵も添えられている。

聖歌初の童謡集
「雪と驢

ろ ば
馬」

第２回児童文化賞を受
賞した「春の神さま」

資料館で見せていただいた資料の一部をご紹介します

東京都
日野市

この他にも、数千点の貴重な資料が
保管されています。

日野市でお話を聞かせてくれた皆さん
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聖
歌
の
詩
と
心
を
次
世
代
へ

　
「
多
く
の
方
々
が
、
巽
聖
歌
の
魅
力
を
作
品
世
界
か
ら
感
じ
取
り
、
そ
の
魅
力
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
願
い
な
が
ら
顕
彰
活
動
を
続
け
る
お
二
人
か
ら
、
聖
歌
の
魅
力
と
ご
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

来
年
2
月
に
開
催
す
る「
新
美
南
吉
生

誕
百
年
記
念
巽
聖
歌
童
謡
ま
つ
り
」の
た

め
に
、子
ど
も
た
ち
と
劇
の
練
習
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。み
ん
な「
や
り
た
い
」と
言
っ

て
集
ま
っ
て
く
れ
た
児
童
で
す
か
ら
、楽
し

み
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。童
話「
ご
ん

ぎ
つ
ね
」で
知
ら
れ
る
新
美
南
吉
の
生
誕

１
０
０
年
の
年
に
、南
吉
の
作
品
を
世
に
出

す
た
め
に
そ
の
半
生
を
さ
さ
げ
た
聖
歌
の

功
績
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。当

日
は
、聖
歌
１
０
８
歳
の
誕
生
日
の
前
日
で

あ
り
、聖
歌
の
詩
や
童
謡
に
親
し
む
内
容

も
盛
り
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
歌
は
、南
吉
が
亡
く
な
る
直
前
の
2

月
に
4
日
間
付
き
添
っ
て
看
病
し
ま
し
た
。

南
吉
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、託
さ
れ
た
全
原

稿
を
携
え
て
、沼
宮
内
に
疎
開
。戦
後
は
、

そ
れ
ら
を
出
版
す
る
た
め
に
奔
走
し
、新
た

な
資
料
の
収
集
も
行
っ
た
の
で
す
。南
吉
の

著
作
資
料
が
散
逸
す
る
こ
と
な
く
今
日
に

残
っ
て
い
る
の
は
、南
吉
を〝
弟
”と
愛
し
た

聖
歌
の
功
績
と
い
え
ま
す
。「
巽
聖
歌
は
新

美
南
吉
の
大
恩
人
で
す
」と
、先
日
訪
問
し

た
新
美
南
吉
記
念
館
の
館
長
さ
ん
も
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
自
身
の
顕
彰
活
動
の
こ
と
を
い
え
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
工
夫
を
常
に
考
え

て
い
ま
す
。聖
歌
の
感
性
と
は
、弱
い
も
の
、

幼
い
も
の
、小
さ
い
も
の
、力
の
無
い
も
の
へ

の
慈
愛
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。作
品
に
触
れ

る
機
会
を
多
く
つ
く
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に「
詩
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
」と

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、そ
れ
が
一
番
の
聖
歌

の
顕
彰
に
な
る
と
思
い
ま
す
。聖
歌
の
ふ
る

さ
と
に
は
、詩
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

も
ら
え
る
環
境
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

例
え
ば
、児
童
生
徒
か
ら
詩
を
集
め
て
、一

般
の
方
々
と
子
ど
も
た
ち
の
詩
の
お
も
し
ろ

さ
が
共
有
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、や
が
て
聖
歌
へ
の
感
謝
の
心
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

［プロフィール］
日詰地区出身。岩手大学教育学部を卒
業。公立小中学校教員を勤める。平成
2年、有志と共に「紫波童謡の会」結成。
第一回巽聖歌童謡まつり事務局長。郷
土の歴史と文化に関する活動拠点「どっ
こ舎」設立。平成17年、巽聖歌生誕100
年記念事業「第10回巽聖歌童謡まつり」

「第10回いわて童謡唱歌紫波のつど
い」実行委員会事務局長。巽聖歌童謡ま
つり実行委員会事務局長。

聖
歌
の
感
性
と
は
慈
愛
の
心

そ
の
詩
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
が
町
の
中
に
あ
る
と
い
い
で
す
ね　
どっこ
舎
主
宰 

内
城
弘
隆
さ
ん

権三ほーるで劇の練習をする日詰1 〜 3区子ども会有志の皆さん

内城弘隆編著
『ふるさとは子供の心　巽聖歌の詩と生涯』

平成19年どっこ舎発行
聖歌の詩100編を挙げて、そ
の生涯をたどり、一つ一つの
作品世界を時代背景ととも
に解説。聖歌の作品のみなら
ず、その人間的魅力を愛情
込めて紹介しています。聖歌
の童謡を紹介したCD付き。
(図書館で貸出可） 

紫
波
ネ
ッ
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

検索どっこ舎ホームページ：
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聖
歌
の
作
品
に
は
、か
わ
い
い
童
謡
が
た
く

さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。「
た
き
び
」も
も
ち
ろ

ん
好
き
。で
も
、も
っ
と
、い
い
な
、好
き
だ
な

と
感
じ
る
詩
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。私
の

活
動
は
、顕
彰
活
動
と
い
う
よ
う
な
構
え
た

も
の
で
は
な
く
て
、皆
さ
ん
と
巽
聖
歌
の
魅
力

を
共
感
し
た
い
、共
有
し
た
い
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
。

　

私
の
実
家
は
、聖
歌
と
同
じ
く
鍛
冶
屋
で

し
た
。今
は
、そ
の
一
部
を「
権
三
ほ
ー
る
」と

し
て
開
放
し
て
い
ま
す
が
、聖
歌
の
詩
に
は
リ

ズ
ム
が
あ
り
、私
の
生
ま
れ
育
っ
た
暮
ら
し
の

音
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
、鍛
冶
屋
独
特
の
ト
ン
テ
ン
カ
ン
と
い
う

リ
ズ
ム
と
音
で
す
ね
。句
読
点
を
大
事
に
す

る
作
風
か
ら
、読
む
こ
と
を
大
切
に
す
る
詩

で
あ
る
と
も
感
じ
ま
す
。

　

私
は
高
校
３
年
生
の
と
き
、父
を
交
通
事

故
で
亡
く
し
ま
し
た
。で
も
、ど
ん
な
に
大
変

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、最
後
に
は「
な
に
く
そ
、

負
け
る
も
ん
か
」と
思
う
の
で
す
。聖
歌
の
詩

に
は
、そ
ん
な
、ど
こ
か
強
さ
や
頑
固
さ
も
感

じ
ま
す
。そ
し
て
、私
の
感
性
や
作
風
が
聖
歌

と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、と
て
も
身
近

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、聖
歌
は
、と
に
か
く
子
ど
も

が
好
き
な
人
で
し
た
の
で
、作
品
を
通

じ
て
、子
ど
も
に
想
像
す
る
楽
し
み
を

伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。特
に
、子
ど
も
た
ち
に
は
、も
っ

と
詩
を
書
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。表
現

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
の
気
持
ち

を
出
す
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
、新
美
南
吉
の
生
誕
１
０
０
年
を
迎

え
て
、聖
歌
を
新
た
に
顕
彰
す
る
時
期
を
迎

え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。辛
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、負
け

ず
に
生
き
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、私
も
も
っ
と
聖
歌
の
詩
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

聖
歌
の
作
品
は
、
想
像
す
る
楽
し
み
、

そ
し
て
生
き
る
力
を
育
て
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す 	

 

権
三
ほ
ー
る
館
主 

畠
山
貞
子
さ
ん

［プロフィール］
日詰出身。平成14年、どっこ舎勤務。平成16
年、そんなに古くない日詰の昔話『かじやの権
三』をどっこ舎より出版。平成17年、世代を超え
た文化交流活動の場として、町のちいさな文化
館「権三ほーる」を自宅に開設。平成22年、盛岡
タイムスに『巽聖歌の童謡詩』１〜33連載。平
成25年から「紫波新聞」で引き続き連載中。自
身のホームページに日詰の昔話や創作童話を
継続して掲載中。

新美南吉生誕百年記念巽聖歌童謡まつり
■日時　平成26年2月11日（火・祝日）午後1時30分〜3時30分
■会場　中央公民館　集会室
■主催　巽聖歌童謡まつり実行委員会
■内容　テーマ「巽聖歌と童話作家新美南吉」
　オープニング　巽聖歌の歌（たきび、ほか）　紫波童謡の会
　映像でつづる巽聖歌と新美南吉　解説　内城弘隆
　劇「てぶくろを買いに」日詰1〜3区子ども会有志
　日詰かじ町さんさ子供教室の発表
　みんなで歌う楽しい童謡　テコ＆コロ
　（歌唱指導：山内路子、伴奏：畠山貞子）
■問合せ　巽聖歌童謡まつり実行委員会（日詰公民館内）
　☎671-1642

入場
無料

　
紫
波
運
動
公
園
内
に
は
、聖
歌
が
ふ

る
さ
と
の
風
景
を
詠
ん
だ『
水
口
』の
詩

碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、毎
年
、命
日
の

４
月
24
日
に
は
碑
前
祭
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、紫
波
が
育
ん
だ
詩

人
巽
聖
歌
の
心
を
感
じ
に
、訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

畠山貞子編／橋本和子・高野菜美子絵
『かわいい あかるい たのしい
たつみせいかのどうようし』
平成２５年権三ほーる発行
平成22年から24年の4月ま
でに「盛岡タイムス」に連載
したコラムをまとめたもの。
聖歌の童謡詩について、
やさしく可愛らしい絵と
ともに紹介しています。
(図書館で貸出可） 『水

み な く ち

口』の詩碑

検索権三ほーるホームページ：
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　スポーツ体験イベント「スポ
レクフェスタ」が10月６日、町

総合体育館をメイン会場に開催されました。約600人の参加者が、楽
しみながらさまざまなスポーツに親しみました。また、当日はいわて
国体マスコットキャラクター「わんこ兄弟」も来場し、ちびっこたち
の人気を集めていました。

スポレクフェスタ報告

58 ●発行● 財団法人 紫波町体育協会 ☎676-2650  
E-mail:taikyou@gymna-shiwa.jp

体協だより

教室名（会場） 開催期間・対象・定員 内　　容 受講料

スケート教室
（石鳥谷アイスアリーナ）

【期間】1/8～10(3回)
（水～金）8:30～11:30
総合体育館集合でバス送迎
します

初心者でもスケート靴の履き方から学べるので安
心。レベルに応じてクラス分けをして指導します。
対象：小学生以上/定員：40人/指導者：町スポー
ツ推進委員ほか

小中学生
3500円

高校生以上4000
円

スキー教室
（網張温泉スキー場） 【期間】1/4・5・11・12(4回)

（土・日）8:00～16:30
総合体育館集合でバス送迎
します

スキーの基本から応用まで個人の技術レベルに
応じてクラス分けをして実施します。
対象：小学4年生以上/定員：40人/指導者：町ス
キー協会員

[参加料]
小中学生
4000円

高校生以上4500円
リフト代(個人負担)
中学生以下
1000円
高校生以上
2000円

スノーボード教室
（網張温泉スキー場）

初めて挑戦する人から、レベルアップしたいと考え
ている人まで個人の技術レベルに応じて指導しま
す。貸し用具があるのでお問い合わせください。
対象：小学5年生以上/定員：20人/指導者：
SAJ・JSBA公認インストラクター

小学生スポーツ教室
1・2・3年コース

(総合体育館）

【期間】1/6・7（2回)
（月・火）9:30～10:30

運動能力向上を目指したプログラムに遊びを取り入
れて実施します。さまざまな運動動作の体験など。
対象：小学1～3年生／定員：20人／指導者：町体
育協会職員

1000円

ジュニア
スポーツアカデミー 

(総合体育館）

【期間】1/20～3/17(5回)
隔週月曜17:30～18:30
（1/20･2/10・2/24・3/3･3/17）

運動能力のスキルアップを目的としたプログラム
に遊びを取り入れて実施します。
対象：小学4～6年生／定員：20人／指導者：町
体育協会職員

1500円

ちびっこ
サッカー教室 

(サン・ビレッジ紫波）

【期間】1/14～1/16（3回)
（火～木）16:00～18:00

サッカーの基本からミニゲームまでができるまで指
導します。内履用のシューズをご持参ください。
対象：小学1～4年生/定員：30人/指導者：町サッ
カー協会員

1000円

11月29日（金）午前９時より、総合体育館窓口で受付開始

会員登録料
（傷害保険料含む）

幼　児 小中学生 高校生以上 60歳以上
無　料 800円 1300円 1000円

　受講申し込みには、体育館窓口での会員
登録が必要です。（会員登録をしている人は
登録料は必要ありません）

平成25年度｜冬期スポーツ教室のご案内

※申し込みの際には会員証をご持参ください。※教室は初心者・
初級者を対象として基本を中心に指導します。※各教室とも、定員
になり次第募集を締め切りますので、お早めに申し込みください。
※開講２日前までに、５人以上の申し込みがない教室は開講しませ
んのでご了承ください。

【問合せ】紫波町体育協会（総合体育館内）　☎676-2650／有線01-3151

当日は、混み合うことが予想されるため整理券を配布します。
整理券は、教室別に配ります。1人2家族分まで。
※有効期限：11月29日のみ（受付時間：午前9時～午後８時30分）

みんな 待ってるよ！
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ご
み
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
集
ま
り
の
場
に
出

向
い
て
、
ご
み
減
量
・
分
別
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
行
政
区
、
町
内
会
、
婦
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
ど
の
よ
う
な
単
位
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
10
人
以
上
の
団
体
や
組
織
な
ど

■
説
明
員
　
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
紫
波
、
環
境
衛

生
組
合
連
合
会
、
環
境
課
職
員

■
申
込
・
問
合
せ　
環
境
課 

生
活
環
境
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　
内
線
３
５
２
１
〜
３
５
２
３

　
有
線（
０
１
）８
９
７
２

家庭ごみ月別排出量報告

単位：kg

　 7　月 8　月 9　月

燃やせるごみ 387,750 476,380 379,970

生ごみ 71,780 98,210 82,960

資源ごみ 82,020 88,680 76,200

大形・不燃ごみ 39,520 99,180 48,140

その他 2,070 4,280 1,720

計 583,140 766,730 588,990

■
問
合
せ  
総
務
課 

消
防
室　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
３
１
３
２

大道立体交差

古館
小学校

JA古館
出張所

中央保育所

紫波総合高等学校

東
北
新
幹
線

太田川

国
道
４
号
線

古館公民館

　
古
館
小
学
校
前
の
通
り
で
は
、
こ
の
５
年
間
で
８
件
の
人
身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
町
は
、
警
察
と
協
議
し
、
古
館
小
学
校
を
中
心
と
す
る
古
館
地
区
の一部

に
交
通
安
全
対
策
と
し
て
「
ゾ
ー
ン
30
」施
策
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
「
ゾ
ー
ン
30
」
は
、
生
活
道
路
に
お
い
て
、
近
道
し
て
す
り
抜
け
る
自
動
車
な
ど
を

限
り
な
く
抑
え
る
こ
と
を
目	

的
と
し
、
最
高
速
度
を
時
速
30
㎞
に
規
制
し
、
路
側
帯

の
拡
幅
な
ど
を
行
い
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
施
策
で
す
。

　
町
で
は
、古
館
地
区
の
方
々
と
話
し
合
い
、来
年
の
秋
を
目
標
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。ま
た
、次
の
日
程
で
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
28
日
（
木
）　
午
後
７
時
か
ら

■
会
場　
情
報
交
流
館　
２
階　
大
ス
タ
ジ
オ

ご
み
減
量・分
別

説
明
会
を
開
き
ま
せ
ん
か

町産木材のルーツを
探るツアー

　

町
内
で
排
出
さ
れ
た
家
庭
ご
み

の
量
を
、３
カ
月
ご
と
に
ま
と
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

速
度
制
限
区
域「
ゾ
ー
ン
30
」を

古
館
地
区
内
に
検
討
中

対象予定区域（　　の内側）

　家に使う木がどんな環境で育つのか、
どのような行程を経て木材になるのか。
町内森林と製材所を巡るツアーに参加
して確かめてみませんか。森林で根を
張っている木、製材したときの木の香り
もすてきです。
■日時　11月30日（土）
　午前9時30分～午後3時（予定）
■集合場所  サン・ビレッジ紫波駐車場
■定員　30人
■参加費　無料（昼食代は各自負担）
■申込・問合せ　環境課 循環政策室
　☎672-2111（内線3513）
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男女共同参画セミナー i nしわ

女性の力を社会に、
男性の力を家庭に

　
「
障
害
者
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
生
活
基
盤
で
あ

る
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
大
事
」
と
の
想
い
か
ら
、

一
念
発
起
し
障
害
者
支
援
を
行
う
「
紫
波
さ
ぷ
り
」

を
起
業
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
参
加
者
の
驚
き
と
共

感
を
誘
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
夫
に
起
業
を
打
ち
明

け
た
の
が
、
事
業
を
開
始
す
る
建
物
の
賃
貸
契
約
後

だ
っ
た
話
に
は
、
会
場
が
ど
よ
め
き
ま
し
た
。
ま
た
、

起
業
当
時
の
娘
さ
ん
た
ち
と
の
関
わ
り
に
触
れ
な
が

ら
、「
女
性
が
何
か
を
や
る
と
き
は
家
族
の
理
解
は
不

可
欠
、
家
族
を
犠
牲
に
せ
ず
、
無
理
し
な
い
で
夕
飯

の
お
か
ず
を
考
え
る
こ
と
も
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
秘
訣
の
一
つ
」
と
小
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
何

事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
。
事
業
の
一
つ
で
あ
る
雑
貨
店
の

宣
伝
も
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
後
に
「
な
ぜ
頑
張
れ
る
か
？
」
と
聞
か
れ
れ
ば

そ
れ
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
使
命
感
」。
自
分
に

で
き
な
い
と
決
め
つ
け
な
い
こ
と
が
大
事
と
結
び
ま

し
た
。

  

事 

例 

発 

表

　10月10日、情報交流館において、男女共同参画社会づくりのためのセミナーが男女共同参画
推進委員会と町の共催で開催されました。女性団体、男女共同参画サポーター、行政職員など約80
人が集い、それぞれの立場で職場や家庭での男女の役割を考える機会となりました。

　

東
京
暮
ら
し
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
、ブ
ド
ウ
農
家
と

し
て
独
立
し
、結
婚
。夫
婦
お
互
い
の
夢
を
応
援
し
な
が

ら
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
大
切
に
生
活
し
て
い
る
そ
う

で
す
。東
京
で
は
、ア
パ
レ
ル
業
界
で
上
司
、部
下
が
ほ
と

ん
ど
女
性
と
い
う
環
境
の
中
で
働
き
、感
性
の
違
い
か

ら
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
女
性
へ
の
理
解
と
オ
ー
プ
ン
に

話
せ
る
信
頼
を
築
い
た
こ
と
は
、今
の
生
活
に
も
生
か
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。お
嫁
さ
ん
は「
農
家
の
嫁

は
農
業
を
手
伝
う
も
の
」と
い
う
気
兼
ね
が
あ
り
ま
し

た
が
、「
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
持
つ
対
等
な
立
場
で
あ
る
」と

家
族
も
認
め
、み
ん
な
で
協
力
し
合
って
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
は
、
相
手
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が
肝
心
で
、
理
解
す
る
気
持
ち
を
少
し
で
も
持
っ
て

い
れ
ば
、
家
事
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
思
う
こ
と
は

な
い
と
、
自
身
の
農
業
に
か
け
る
夢
に
向
っ
て
「
や
ら

な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
、
や
っ
て
後
悔
す
る
方
が
よ
い
」

と
頼
も
し
い
信
念
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豊かな公が
息づくまち

使命感と家族の
理解がパワーの源

細川恵子さん

いつでもパートナーに
関心を持って

百済和至さん
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■担当　企画課  協働支援室
☎６７２-２１１１（内線３２４１）

　町は、昨年末に行った意識調査などを参考に、
第二次男女共同参画推進計画を策定中です。パブ
リックコメントを実施する際には、皆さんのご協
力をお願いします。

　

県
の
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
を
務
め
る

吉
野
先
生
は
、「
仕
事
」「
家
族
」「
地

域・個
人
」の
３
つ
で
構
成
す
る
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
か
ら

講
義
に
入
り
ま
し
た
。「
ほ
と
ん
ど

の
こ
と
は
性
別
に
関
係
な
く
訓
練

し
だ
い
で
で
き
、
そ
の
訓
練
の
場
を

増
や
し
、
や
れ
る
人
が
増
え
た
ら
少

し
ず
つ
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て

い
く
」
な
ど
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す

く
講
義
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
や
っ
て
み
た
ら
、

で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
」

岩
手
県
立
大
学　
総
合
政
策
学
部  

教
授

吉
野 

英
岐 

氏

ほとんどのことは訓練しだいで上達する　やってみたら意外とうまくいくもの

新しい知恵と工夫とチャレンジを
認めていきましょう

「女性にできるわけが
ない」って本当？
リーダーに向いていない
難しいことは分からない
時刻表が読めない

「男性にやれるわけが
ない」って方便？
家事・育児・看護・介護・
おもてなし・心遣い・気遣い

訓練・練習の機会が
少なかった

やってこなかったけど、
やれないわけじゃない
面子が邪魔をしている

  

講 

演

手づくり雑貨店Waffleは復興支援の小物も販売 活躍する女性をパネルで紹介
　

セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
瀬

川
智
子
会
長
は
、
長
年
女
性

団
体
の
中
で
女
性
の
社
会
参

画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

吉野先生のお話から

15 11月号2013



からだよろこぶ
ヘルシーレシピ 　根菜類がおいしい季節になりました。大根のきんぴらは、軟らかく、

味もしみやすいので、小さいお子さんや高齢者にもおすすめです。

1大根は１㎝幅の拍子切りにして、オリーブオイルで炒める。
2大根がかぶるくらいの水と酒を加えてふたをし、軟らかく
なるまで煮る。
3大根の葉はできるだけ柔らかい所をゆでて水にとり、３㎝
くらいの長さに切る。
4ニンジンは少し太めのせん切りにする。
52に大根の葉、ニンジン、ちりめんじゃこ、めんつゆを加え
て煮汁がなくなるまで煮含める。
6お好みでタカノツメを加えて出来上がり。

健やかランド紫波健康と福祉の情報コーナー
S U K O Y A K A  L A N D  S H I W A

大根のきんぴら

材料（4人分）

【紫波町食生活改善推進員協議会　彦部地区会員　赤川 安子さんのレシピです】

つ く り か た

大根・・・・・・・・・・・・・・・・・10㎝
ニンジン・・・・・・・・・・・・・・・3㎝

大根の葉・・・・・・・・・・・・・適宜
ちりめんじゃこ・・・・・・・・適宜

オリーブオイル・・・・大さじ２
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２

■担当　長寿健康課 健康推進室　☎672-4522　有線 01-8991

NOTICE

バランスのとれた食事
食事をする時に「主食」「主菜」「副菜」を意識していますか？

告 知

健 康
HEALTH

福祉と健康

すこやか
情報室

　
最
近
、
一
つ
一
つ
は
大
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
に
思
え
る
問
題
で
、
仕
事
や
生
活
面
に

何
ら
か
の
支
障
を
き
た
し
て
い
る
人
が
多
く

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、

忘
れ
物
や
ミ
ス
が
多
い
、上
司
や
同
僚
、お
客

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
か
な
い
、提
出
物
の
期
限
が
守
れ
な
い
、大

事
な
も
の
を
失
く
し
て
し
ま
う
、
仕
事
や
家

事
の
段
取
り
が
悪
い
、
空
気
が
読
め
な
い
と

怒
ら
れ
る…

な
ど
の
問
題
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
非
常
に
頻
繁
に
起
き
て

い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
そ
う

だ
っ
た
と
い
う
場
合
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ

は
努
力
不
足
な
ど
で
は
な
く
、
生
来
の
発
達

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
害
と
は
、
生
ま
れ
も
っ
た
発
達
上

の
個
性（
特
性
）が
あ
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。発
達
障
害
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

学
習
障
害
、
広
汎
性
発
達
障
害
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（
注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
特
性
が
あ
る
人
た
ち
は
、
障
害

と
は
気
づ
か
れ
に
く
く
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、「
反
省
し
な
い
」「
努
力
が
足
り

な
い
」な
ど
の
誤
解
を
受
け
や
す
く
、
ひ
ど
く

思
い
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
「
わ
ざ
と
問
題
を
起
こ

し
て
い
る
」「
努
力
が
足
り
な
い
」
な
ど
と
誤

解
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
け
っ

し
て
本
人
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
周
り
の
人
が
、
そ
の
人
の
発
達
特
性

を
理
解
し
、正
し
く
対
応
す
る
こ
と
で
、生
活

上
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
状
況
を
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、
発
達
障
害
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
次
回
は
、
発
達
障
害
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ

に
見
ら
れ
る
症
状
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

めんつゆ・・・・・・・大さじ１～２
タカノツメ・・・・・・・・・・・・少々

大根の大きさ
によって調味料を
加減してください。

また、煮汁が少なくなったら、
煎茶を加えて調整して

みてください。

ご
存
知
で
す
か
？

大
人
の
発
達
障
害

問
合
せ

福
祉
課
　
福
祉
推
進
室

☎（
６
７
２
）２
１
１
１  

内
線
１
５
２
３

「主食」…炭水化物の供給源であるご飯、パン、麺
などを主材料とする料理

「主菜」…タンパク質の供給源となる肉、魚、卵、大
豆および大豆製品を主材料とする料理

「副菜」…各種ビタミン、ミネラルおよび食物繊
維の供給源となる野菜、芋、豆（大豆を
除く）、きのこ、海藻などを主材料とす
る料理

　「主食」「主菜」「副菜」をそ
ろえると炭水化物やタンパ
ク質、ビタミン、ミネラルな
どの栄養素をまんべんなく
とることができます。

　食事バランスガイドでは、「主食」「主菜」「副菜」を
次のように示しています。

3食
41%

2食
35.5%

1食
15.3%

気にしていない  8.2%

　下のグラフは「主食・主菜・副菜をそろえた食事を１
日に何食とっていますか？」というアンケートの調査結
果です。（Ｈ24年度元気はつらつアンケート調査より）

　「主食」「主菜」「副菜」をそろえたいと思っていても、
忙しい朝にはなかなか準備できないという声も…。

　アンケートの結果を
みると41％が「主食」
「主菜」「副菜」が３食そ
ろっているという回答で
した。
　また、8.2％が「主食」
「主菜」「副菜」について気
にしていないようです。

忙しい朝は、“具だくさんの汁物”がおすすめです！
《材　料》　ニンジン・タマネギ・
キャベツ・高野豆腐

《作り方》
①野菜類は火が通りやすいよう
にせん切りなどにする。

②高野豆腐はぬるま湯で戻し食べ
やすい大きさの薄切りにする。
③鍋にお湯を沸かし材料を入れて
さっと火を通し、調味料を加え
る。調味料はめんつゆや味噌を

加えて「和風」にしたり、コンソメ
を加えて「洋風」に
したりアレンジ
できます。

　「ご飯やパン」と“具だくさんの汁物”の組み合わせは、主食・主菜・副菜をそろえて食べるのと同じような効果が
期待できます。これからの時期は「鍋物」や「豚汁」などの“具だくさんの汁物”を上手に取り入れて、栄養のバランス
を整えましょう。

肝炎相談会のご案内
　C型肝炎、Ｂ型肝炎ウイルス陽性の人を対象に、専門医の個別相談会を開催します。
肝炎の治療内容などについて、お気軽にご相談ください。
■日　程　11月２４日（日）午後1時から（相談時間は一人20分）　　■会　場　保健センター
■相談医　あべ菜園内科クリニック 院長 阿部 弘一先生／岩手医科大学 消化器・肝臓内科  宮坂 昭生先生
■申込・問合せ　先着20人　11月１４日（木）正午まで　長寿健康課　健康推進室　☎672-4522　有線01-8991
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からだよろこぶ
ヘルシーレシピ 　根菜類がおいしい季節になりました。大根のきんぴらは、軟らかく、

味もしみやすいので、小さいお子さんや高齢者にもおすすめです。

1大根は１㎝幅の拍子切りにして、オリーブオイルで炒める。
2大根がかぶるくらいの水と酒を加えてふたをし、軟らかく
なるまで煮る。
3大根の葉はできるだけ柔らかい所をゆでて水にとり、３㎝
くらいの長さに切る。
4ニンジンは少し太めのせん切りにする。
52に大根の葉、ニンジン、ちりめんじゃこ、めんつゆを加え
て煮汁がなくなるまで煮含める。
6お好みでタカノツメを加えて出来上がり。

健やかランド紫波健康と福祉の情報コーナー
S U K O Y A K A  L A N D  S H I W A

大根のきんぴら

材料（4人分）

【紫波町食生活改善推進員協議会　彦部地区会員　赤川 安子さんのレシピです】

つ く り か た

大根・・・・・・・・・・・・・・・・・10㎝
ニンジン・・・・・・・・・・・・・・・3㎝

大根の葉・・・・・・・・・・・・・適宜
ちりめんじゃこ・・・・・・・・適宜

オリーブオイル・・・・大さじ２
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２

■担当　長寿健康課 健康推進室　☎672-4522　有線 01-8991

NOTICE

バランスのとれた食事
食事をする時に「主食」「主菜」「副菜」を意識していますか？

告 知

健 康
HEALTH

福祉と健康

すこやか
情報室

　
最
近
、
一
つ
一
つ
は
大
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
に
思
え
る
問
題
で
、
仕
事
や
生
活
面
に

何
ら
か
の
支
障
を
き
た
し
て
い
る
人
が
多
く

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、

忘
れ
物
や
ミ
ス
が
多
い
、上
司
や
同
僚
、お
客

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
か
な
い
、提
出
物
の
期
限
が
守
れ
な
い
、大

事
な
も
の
を
失
く
し
て
し
ま
う
、
仕
事
や
家

事
の
段
取
り
が
悪
い
、
空
気
が
読
め
な
い
と

怒
ら
れ
る…

な
ど
の
問
題
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
非
常
に
頻
繁
に
起
き
て

い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
そ
う

だ
っ
た
と
い
う
場
合
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ

は
努
力
不
足
な
ど
で
は
な
く
、
生
来
の
発
達

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
害
と
は
、
生
ま
れ
も
っ
た
発
達
上

の
個
性（
特
性
）が
あ
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。発
達
障
害
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

学
習
障
害
、
広
汎
性
発
達
障
害
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（
注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
特
性
が
あ
る
人
た
ち
は
、
障
害

と
は
気
づ
か
れ
に
く
く
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、「
反
省
し
な
い
」「
努
力
が
足
り

な
い
」な
ど
の
誤
解
を
受
け
や
す
く
、
ひ
ど
く

思
い
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
「
わ
ざ
と
問
題
を
起
こ

し
て
い
る
」「
努
力
が
足
り
な
い
」
な
ど
と
誤

解
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
け
っ

し
て
本
人
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
周
り
の
人
が
、
そ
の
人
の
発
達
特
性

を
理
解
し
、正
し
く
対
応
す
る
こ
と
で
、生
活

上
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
状
況
を
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、
発
達
障
害
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
次
回
は
、
発
達
障
害
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ

に
見
ら
れ
る
症
状
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

めんつゆ・・・・・・・大さじ１～２
タカノツメ・・・・・・・・・・・・少々

大根の大きさ
によって調味料を
加減してください。

また、煮汁が少なくなったら、
煎茶を加えて調整して

みてください。

ご
存
知
で
す
か
？

大
人
の
発
達
障
害

問
合
せ

福
祉
課
　
福
祉
推
進
室

☎（
６
７
２
）２
１
１
１  

内
線
１
５
２
３

「主食」…炭水化物の供給源であるご飯、パン、麺
などを主材料とする料理

「主菜」…タンパク質の供給源となる肉、魚、卵、大
豆および大豆製品を主材料とする料理

「副菜」…各種ビタミン、ミネラルおよび食物繊
維の供給源となる野菜、芋、豆（大豆を
除く）、きのこ、海藻などを主材料とす
る料理

　「主食」「主菜」「副菜」をそ
ろえると炭水化物やタンパ
ク質、ビタミン、ミネラルな
どの栄養素をまんべんなく
とることができます。

　食事バランスガイドでは、「主食」「主菜」「副菜」を
次のように示しています。

3食
41%

2食
35.5%

1食
15.3%

気にしていない  8.2%

　下のグラフは「主食・主菜・副菜をそろえた食事を１
日に何食とっていますか？」というアンケートの調査結
果です。（Ｈ24年度元気はつらつアンケート調査より）

　「主食」「主菜」「副菜」をそろえたいと思っていても、
忙しい朝にはなかなか準備できないという声も…。

　アンケートの結果を
みると41％が「主食」
「主菜」「副菜」が３食そ
ろっているという回答で
した。
　また、8.2％が「主食」
「主菜」「副菜」について気
にしていないようです。

忙しい朝は、“具だくさんの汁物”がおすすめです！
《材　料》　ニンジン・タマネギ・
キャベツ・高野豆腐

《作り方》
①野菜類は火が通りやすいよう
にせん切りなどにする。

②高野豆腐はぬるま湯で戻し食べ
やすい大きさの薄切りにする。
③鍋にお湯を沸かし材料を入れて
さっと火を通し、調味料を加え
る。調味料はめんつゆや味噌を

加えて「和風」にしたり、コンソメ
を加えて「洋風」に
したりアレンジ
できます。

　「ご飯やパン」と“具だくさんの汁物”の組み合わせは、主食・主菜・副菜をそろえて食べるのと同じような効果が
期待できます。これからの時期は「鍋物」や「豚汁」などの“具だくさんの汁物”を上手に取り入れて、栄養のバランス
を整えましょう。

肝炎相談会のご案内
　C型肝炎、Ｂ型肝炎ウイルス陽性の人を対象に、専門医の個別相談会を開催します。
肝炎の治療内容などについて、お気軽にご相談ください。
■日　程　11月２４日（日）午後1時から（相談時間は一人20分）　　■会　場　保健センター
■相談医　あべ菜園内科クリニック 院長 阿部 弘一先生／岩手医科大学 消化器・肝臓内科  宮坂 昭生先生
■申込・問合せ　先着20人　11月１４日（木）正午まで　長寿健康課　健康推進室　☎672-4522　有線01-8991
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ま ち の 話 題
H o t  N e w s

さらさらした粉が練りに変化する様子を楽しんでいました

広いほ場で一列になって、刈り残しのないように頑張りました

　

紫
波
総
合
高
等
学
校
（
田
中
耕
之
助
校
長
）
は

９
月
27
日
、
二
日
町
地
内
に
あ
る
同
校
の
農
園
内

に
、
農
場
直
売
所
「
か
し
わ
の
里
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
フ
ー
ド
系
列
の

３
年
生
が
、
実
習
で
生
産
し
た
野
菜
や
ブ
ド
ウ
、

花か

き卉
、
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
を
一

般
の
方
々
に
販
売
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
6
次

産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
販
売
は
、
火
、
金
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
１
時
ま
で
。
冬
期
間
は
お
休
み
で
す
。

旬
の
味
を
五
感
で
堪
能

新
そ
ば
ま
つ
り

災害乗り越えたソバを収穫
上平沢小

　
か
ら
り
と
し
た
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
10
日
、
稲
藤
第

一
農
業
生
産
組
合
の
ほ
場
で
、
上
平
沢
小
学
校
（
淺
沼
金

之
助
校
長
）
の
５
年
生
21
人
に
よ
る
ソ
バ
刈
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
７
月
に
自
分
た
ち
の
播は

し
ゅ種
し
た
ソ

バ
を
、
鎌
や
手
を
使
っ
て
、
懸
命
に
収
穫
し
ま
し
た
。
「
８

月
の
大
雨
の
影
響
で
枯
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
で
し
た

が
、
ち
ゃ
ん
と
育
っ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
植
え
た
か
い

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」
と
須
川
大ひ

ろ
き輝

く
ん
。
児
童
た
ち

は
11
月
15
日
に
、
収
穫
し
た
ソ
バ
で
そ
ば
打
ち
体
験
を
す
る

予
定
で
す
。

　
稲
藤
第
一
農
産
加
工
組
合
は
10
月
13
日
、
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
で
「
第
8
回
新
そ
ば
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
て
の
ソ
バ
で
つ
く

る
新
そ
ば
を
目
当
て
に
今
年
も
大
勢
が
詰
め
掛

け
、
新
そ
ば
な
ら
で
は
の
の
ど
越
し
や
風
味
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
た
日

詰
地
区
の
佐
藤
希き

ら
り輝
ち
ゃ
ん
（
小
3
）
、
向ひ

ま

り
日
葵

ち
ゃ
ん
（
小
1
）
、
美み

お

り
桜
咲
ち
ゃ
ん
（
5
才
）
の

姉
妹
は
「
切
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
作
っ
た

そ
ば
を
家
族
み
ん
な
で
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

紫
波
高
で
農
場
直
売
所

「
か
し
わ
の
里
」オ
ー
プ
ン

生徒たちは「お客さんの喜ぶ顔を見ることができてうれしいし、生産の喜びも感じています」
と話していました
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ま ち の 話 題
H o t  N e w s

　

虹
の
保
育
園
（
伊
藤
典
子
園
長
）
で
11
月
４
日
、
創
立

10
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
々
や
保

護
者
、
関
連
団
体
の
方
々
な
ど
約
90
人
が
、
10
年
間
の
歩
み

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
伊
藤
園
長
は
、
開
園
半
年
後
に
施

設
の
約
半
分
を
焼
失
し
た
火
災
に
つ
い
て
触
れ
「
当
時
の
こ

と
を
思
い
出
す
と
、
今
で
も
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
本

当
の
幸
せ
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
、
家
庭

や
地
域
と
手
を
携
え
て
保
育
活
動
を
行
って
い
き
ま
す
」
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
虹
の
保
育
園
は
、
西
部
地

区
の
子
育
て
拠
点
と
し
て
、
平
成
16
年
に
町
が
設
置
し
、
指

定
管
理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
施

設
。
昨
年
度
ま
で
に
２
５
９
人
の
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
ち
、

現
在
は
１
３
０
人
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

町産材の園舎と地域の温もりに
包まれて 虹保創立10周年

年長組のにじ組児童による「さんさだいこ」のアトラクション

山吹川の自然を守るため
協定締結

　
「
ホ
タ
ル
の
す
む
山
吹
川
を
守
る
会
」
と
山

王
海
土
地
改
良
区
、
町
の
３
者
は
11
月
1
日
、

山
吹
川
の
自
然
環
境
を
守
り
後
世
に
残
す
た

め
、
「
山
吹
川
ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
南
日
詰
地
区
に
あ
る

山
吹
川
は
、
国
道
4
号
の
拡
幅
に
よ
る
護
岸
工

事
や
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
る
改
修
工
事
に

よ
り
、
ホ
タ
ル
や
カ
エ
ル
な
ど
の
生
息
が
減
少

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
10
年
ほ
ど
前
か

ら
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
20

年
か
ら
地
元
有
志
が
「
ホ
タ
ル
の
す
む
山
吹
川

を
守
る
会
」
を
組
織
し
、
清
掃
を
行
う
な
ど
し

て
、
環
境
保
全
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
協
定

の
締
結
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
協
働
活
動
の
啓

発
、
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
右
か
ら
）山
王
海
土
地
改
良
区
の
高
橋
勘
一
理
事
長
、「
ホ
タ
ル
の

す
む
山
吹
川
を
守
る
会
」の
大
沼
吉
英
会
長
、藤
原
町
長
、盛
岡
広

域
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
の
煙
山
義
史
室
長

　
東
京
で
10
月
12
日
か
ら
行

わ
れ
た
第
13
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
町
代

表
と
し
て
出
場
し
た
菊
池
正

範
さ
ん
が
、
陸
上
の
走
り
幅

跳
び
（
肢
体
不
自
由
者
男

子
２
部
）
で
４
メ
ー
ト
ル
51

を
記
録
し
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
町
長
へ
報
告

に
訪
れ
た
菊
池
さ
ん
は
「
体

の
動
く
う
ち
は
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
３
年
後
の
岩
手

国
体
の
出
場
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負

も
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　

第
68
回
国
民
体
育
大
会
の
自

転
車
少
年
ス
プ
リ
ン
ト
で
第
２
位

に
輝
い
た
紫
波
総
合
高
等
学
校
の

後
藤
悠
君
が
、
10
月
17
日
、
町

長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
後
藤

君
は
「
自
己
最
高
の
成
績
だ
っ
た

け
れ
ど
、
決
勝
で
負
け
た
こ
と
が

や
は
り
悔
し
か
っ
た
で
す
。
今
後

は
、
レ
ー
ス
が
続
い
て
も
す
ぐ
に

筋
力
が
回
復
す
る
よ
う
に
も
っ
と

体
を
鍛
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

「
次
の
目
標
は
岩
手
国
体
と
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
への
出
場
」
と
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
って
い
ま
し
た
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
銅
メ
ダ
ル

菊
池
正
範
さ
ん藤原町長と握手を交わす菊池さん（左）

藤原町長から「経験をばねにして、今後も頑張って
ください」と激励を受けた後藤君（左）

自
転
車
ス
プ
リ
ン
ト

で
全
国
第
２
位

後
藤
悠ゆ

う

さ
ん
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11月
Nov

emb
er 暮らしの情報

紫波町遠山字松原1-11（道の駅紫波の裏手）
（株）紫波フルーツパーク

URL http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/
☎019-676-5301

お買い求めはワイナリー直売所他にて

新商品
自園自醸ワイン紫波
ワインケーキ

今月の
おすすめ！

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/

検 索ラ・フランス温泉館

ハダカのおつきあいで一家だんらん。

ラ・フランス
温泉館

大感謝デー
11/26火～

11/28木

11月26日はイイフロ
の日

友の会カードポイント5倍

入浴料
大人700円→
500円
小人350円→
無料!

つるりん

来館者
各日先着
100人に
粗品進呈

自園自醸ワイン紫波
白ワイン入りのしっとりとした
大人のワインケーキです。

019-673-8555

理や評価を行ったりする委員を募集
しています。詳しい募集要項は、県の
ホームページをご覧ください。
■募集人数
２人（任期は委嘱した日から２年間）
■応募資格
・県内に住所を有し、公務員や保健・
福祉・医療の業務に職業として従事
していない人
・年間２回程度、盛岡市内で開催さ
れる協議会に出席できる人
※過去に本協議会の委員を務めた
人は応募できません。
■募集期間　１１月２２日（金）まで
■申込・問合せ
岩手県高齢者福祉・介護保険推進協
議会事務局  ☎６２９-５４３６

　受講には、青少年ホームへの会員
登録（500円）が必要です。また、参
加料がかかる講座については、申し
込みの際にお支払いください。
①テニス講座～3rd season～
11/12（火）～　毎週火曜日　全6回
参加料500円　定員15人
②パン講座
11/13（水）～　隔週水曜日　全8回
参加料4800円　定員8人

③カーヴィーエクササイズ講座～4th season～
11/22（金）～　毎週金曜日　全5回
定員20人
開催場所…①はサン・ビレッジ紫波、
それ以外は青少年ホーム
開催時間…①は午後７時～９時、②
は午後６時30分～９時、③は午後７時
30分～８時30分
■申込・問合せ　青少年ホーム
☎676-2344

　県は、条例に基づき、大規模公共
事業の事業継続に関する再評価を
行っており、その内容について皆さ
んからのご意見を募集します。
■期間
11月18日（月）～12月18日（水）
■資料閲覧場所　県庁行政情報セ
ンターおよび県民室、盛岡行政情報
サブセンター、県立図書館、県の公
式ホームページ（サイト内検索で「意
見募集と実施結果」と入力）
■問合せ　県庁政策地域部政策推
進室　☎629-5181

　在宅で介護されているご家族を対
象に相談会を開いています。在宅介
護は、ご本人はもちろん介護する側
にとっても大変なものです。ご自宅
に伺っての相談もできますので、お
申し込みの上、日頃悩んでいること
を何でもご相談ください。 相談無料
■日時	 １２月３日（火）
午後１時～５時（一人当たり１時間程度）
■会場	 保健センター、希望者宅
■定員　４人
■申込・問合せ　１１月２９日（金）まで
地域包括支援センター
☎671-1101  有線01-8991

　自らの収入で返済しきれないほ
どの借金を抱えるなどで、お悩みの
方々の相談窓口が開設されていま
す。相談は電話でも窓口でも受け付
けており、秘密は守られます。
■相談専用電話　☎６２２-１６３７
■受付時間　月～金曜日（祝日、年末年
始を除く）午前８時３０分～午後５時１５分
■問合せ　東北財務局
盛岡財務事務所（盛岡合同庁舎４階）
☎６２２-１６３７

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.019-
656-6776

不動産のことなら…
岩手県知事免許（１）第２４４０号・全日本不動産協会会員

（株）紫波中央不動産
〒028-3305 紫波郡紫波町日詰字丸盛222-1（ユニバースさんそば）

電話019-671-2161 紫波中央不動産 検索

売りたい
土地、中古住宅

貸したい
アパート、貸家、店舗

ご相談下さい。お見積り・ご相談は無料です。お気軽にどうぞ！！
お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

 相談

【おわびと訂正】  紫波ネット１０月号（No.873）の９ページに掲載した記事に誤りがありましたので、おわび申し上げ次のとおり訂正します。《誤》菅原
朋希（ルビ：すがわらともき）→《正》菅波朋希（ルビ：すがなみともき）《誤》冨山奈菜美（ルビ：とやまななみ）→《正》冨山奈菜美（ルビ：とみやまななみ）
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多重債務無料相談

介護者のこころの相談室

青少年ホーム11月開講講座

岩崎川広域河川改修事業
についての意見募集



11月
Nov

emb
er 暮らしの情報

　東日本大震災の復興に向けての
気持ちを一丸にするため「輝け岩手！
みんなでつくろう安心の街」をテー
マに、昨年に続き復興支援フォーラ
ムが開催されます。 参加無料
■日時	 11月23日（土）
午後1時〜３時３０分
■会場　都南文化会館（キャラホール）
■内容	 スピリチュアリストの江原啓
之さんの講演会、被災した３地区の太
鼓などによる復興ライブなど
■問合せ　紫波地区地域安全推進
協議会　☎676-5511

　認知症や精神障害などで判断能
力が不十分な方々が、自分らしく安
心して暮らせるように、成年後見制度
を学んでみませんか。 参加無料
■日時　11月26日（火）
午後１時30分～３時30分
■会場　情報交流館　大スタジオ
■内容　「いきいき人生万歳!! 一人
ひとりの暮らしを守る」
～知っておきたい成年後見制度～
■講師　社会福祉士  坂口 繁治氏
■定員　60人
■問合せ　福祉課　福祉推進室
☎672-2111　内線1523

　さまざまな分野の手作り作品が
ホールいっぱいに並ぶイベントです。

■日時　11月30日(土)
午前１０時～午後５時
■会場　ナックスホール
■問合せ　ビビットライフ（畠山）
☎０９０-９０３３-６１７８

　育児に不安はつきものです。先生
の楽しいお話から子育てのヒントを
もらいませんか。
■日時　１２月７日（土）
午後１時30分～3時30分（受付は午
後1時から）
■会場　情報交流館 ２階 大スタジオ
■講師　みちのく療育園 副施設長
兼診療部長　川村みや子先生
※託児（要予約）は５人まで。担当ま
でご連絡ください。　
■担当　長寿健康課　健康推進室
☎672-4522

　高水寺、中島地区の水道管更新工
事に伴い、次の道路を時間帯交通規
制しています。ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

■規制期間　現在から来年2月28日
（金）まで
■規制時間帯　午前9時〜午後4時
■施工者 (株)富岡鉄工所 ☎672-2303
■問合せ　水道事業所 給水サービ
ス室　☎672-2111　内線5431

　全国秋の火災予防運動を受け、町
では、期間を22日間に延長し、活動
します。この期間、地元の消防関係
者が各ご家庭へ、防火指導や火災報
知器などについてお話しするために
伺いますので、ご支援とご協力をお
願いします。
■問合せ　総務課　消防室
☎672-6869　有線01-8901

　JR東日本では、新幹線のシステム
などの確認のため、仙台-盛岡間にお
いて、下記の日程で走行試験が実施
されます。
■日程　11月28日、29日、30日、12
月１日、24日の午後11時ごろから翌
日午前５時まで（変更する場合あり）
■問合せ　東日本旅客鉄道株式会社
盛岡支社企画室　☎625-4019

　県は、高齢者福祉などに関する施
策に意見を出したり、計画の進行管

 募集

 お知らせ

入居者募集中
1口50万円の出資枠は

目標利回り3.0%！

サービス付き高齢者向け住宅サービス付き高齢者向け住宅

デイサービスのご利用もできます
（体験利用を実施しています）
デイサービスのご利用もできます
（体験利用を実施しています）
デイサービスのご利用もできます
（体験利用を実施しています）
デイサービスのご利用もできます
（体験利用を実施しています）

ハートホームだいちハートホームだいち

お問い
合わせ

株式会社ダイチ ☎019-613-8257 FAX019-613-8258
紫波町中島字下長根121-3　　　　　　 お気軽にご連絡ください。

見学
随時行って
おります

http://www.energee.jp/yumeakari/

紫波ゆめあかりファンド 検索

紫波町より小学校や公民館等の公
共施設を借りて太陽光発電システム
を設置します。
紫波ゆめあかりファンドへ出資して、
一緒に太陽光発電所を町内11か所
に作りましょう！
まずはお気軽に資料請求を！
【出資募集の取り扱い】サステナジー株式会
社 紫波ゆめあかりファンド受付窓口
神奈川県川崎市高津区諏訪1-5-6 102
☎03-6869-9417
【営業者・事業主体】紫波グリーンエネルギー
1号ファンド株式会社　紫波郡紫波町日詰字
中新田209-1 101  ☎019-672-6141

1口10万円（目標利
回り2.1％）から参

加可能！

４古館郵便局●

太田川

至盛岡↑

至花巻↓高水寺

高水寺
児童公園

字田中

交通規制区間
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 催し

高水寺、中島地区水道管工事
による交通規制のお知らせ

岩手県高齢者福祉・介護保険
推進協議会委員を公募します

復興支援フォーラム

知って安心！ガンバリすぎる
人のこころの健康講演会

第14回 Ｘ’mas
手作りフェスティバル

参加無料申込不要

秋の火災予防運動は
11月9日～30日

新幹線走行試験が
行われます

健康フォーラム
「私の子育てこれで大丈夫？」

～ペアレントトレーニングを活用した育児～



(株)マイタコーポレーション
紫波郡矢巾町煙山17-78-1 ☎019（697）3939・FAX019（697）7028

新品
実演機もございますので
お気軽にお越しください。

セル付・ＨＳＴ・スノーバケット仕様
当店通常価格 820,000円（税込）

当店通常価格 197,400円（税込）

ウィングブルヤマグチ
ミニクローダー
YXS-121HX オーレックス

スノーグレーダー
SGW801

新品

除雪機

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278　　　  中央葬祭センター  
「シンセラホール紫波」☎676-7676FAX676-4404

シンセラホール紫波中央葬祭
センター

喪中はがき承ります
感謝の気持ちお世話になったあの方へ

真心こもったごあいさつ
　 ウエノ不動産管理（有） 
☎671-2072  　　671-2073
 日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

ウエノ不動産管理 検索

FAX

紫波町に定住・住替を
お考えの皆さんへ
理想の住まい探しを
サポートします。

（社）全日本不動産協会会員  東北地区不動産公正取引協議会会員
 岩手県知事免許（2）2255号

最新情報はホームページへ

この街で宅地・建物の売買、仲介、
自社開発分譲を手がけています。
ご成約された被災者の方には
特典をご用意しています。
※詳しくはお問合せください。

賞状を手に、報告に訪れた 
細川さん（左）と箱崎さん（右）

人権擁護委員
２人に法務大臣表彰
　国民の人権擁護と人権思想の普及と高揚に長
年貢献し、その功績が大きい人を表彰する法務
大臣表彰に、町の人権擁護委員である細川博明
さん（片寄）と箱崎正子さん（南日詰）が選ばれ、
表彰状が贈られました。人権擁護委員の任期は
３年で、現在、細川さんは６期目、箱崎さんは４
期目。お二人は、１１月７日に町長へ報告に訪れ、
細川さんは「活動をとおして、人権擁護は世の中
の基本なのだということを、年数を重ねるほどに
学ばせていただきました」と振り返り、箱崎さん
は「皆さんのパートナーとして、思いやりのある啓
発活動、人権相談に今後も努めていきたいです」
とさらなる活動への意欲を語っていました。

スポット
ニュース
SPOT NEWS郵便はがきまたは電子メールで、住所、氏名、年齢、

電話番号、答え、『紫波ネット』の感想を記入の上、ご
応募ください。応募期限は１２月６日（金）まで。
〒028-3392 紫波町役場
企画課 情報政策室 「おさらいクイズ」係
電子メールjoho@town.shiwa.iwate.jp
　正解者の中から、抽選で図書カードをプレゼントし
ます。たくさんのご応募をお待ちしています！

●町の財政状況がよく分かりまし
た。庁舎が予定どおり無事に完成さ
れることを期待しています。
（日詰地区・７０代）

●ゆいっとサロンのスズメの写真に癒されました。他
の写真もあるようなので、ゆいっとサロンをのぞいて
みたいと思います。（赤石地区・４０代）

おさらい
クイズ☆

10月号に
寄せられた
ご意見

巽聖歌が、
その半生を
かけて世に
出そうとした人物は
誰でしょう？

知って
分かって

し

わ

 （ヒントは7ページ）

Q

22



22紫波ネット 5月号23

　紫波中央駅前都市整備事業「オガールプロジェク
ト」が、平成25年度土地活用モデル大賞において最高
賞の国土交通大臣賞を受賞することができました。こ
れは、ひとえに町民各位をはじめ、関係者多くのご協力
の成果であり、共に喜びを分かちあいたいと存じます。
　町が平成９年に紫波中央駅前に取得した10.7ヘク
タールの土地は、その後、町財政が悪化し、長年未
利用でありました。時代経過とともに未利用地の活
用手法として選択されたのが、民間の活力と行政の
持つ特色を活かし、お互いに知恵を出し合う公民連
携手法です。平成19年３月議会で公有地を有効活用
することを公表し、公民連携元年として宣言させて
いただきました。
　紆余曲折しながら全国に前例のない事業を進め
てまいりました。循環型まちづくりの理念に基づき、
組織を横断したプロジェクトとして進めてきた民間と
行政の特色を活かしたまちづくりは、現政権における
成長戦略の先進事例として、評価を得ております。
　本年度の岩手県地価調査におきましても、内陸部
で数少ない上昇エリアの一つとなりましたことは、町
民財産の価値が上昇したことにつながります。将来
は、日詰商店街を含めたエリアが、町全体を一層発
展させていく可能性を秘めています。
　大臣賞受賞を機として、施設整備をさらに進める
とともに、都市と農村の新しい結びつきを創造し、豊
かで魅力的な持続的に発展する町を皆さんと共に構
築してまいります。今後とも、ご指導を賜りますよう
お願い申し上げます。

町長からの
メッセージ 冬　鳥

まちが国土交通大臣賞を受賞

藤　原　　孝

市民活動支援センターゆいっとサロン
開設・電話受付時間：午後1時～6時（月・火曜休み）
☎676-2468　ブログ：ゆいっと気まぐれ日記

ゆいっとサロン 検 索検 索

　いちだんと寒くなり、野鳥も
衣替えの時期になりました。前号に続

き、鳥に魅せられて写真を撮り続けているサークルの人
から手記をいただきました。
　子どもたちに「好きな動物は何？」と聞くとさまざまな
答えが返って来ます。強い、大きい、可愛い…理由もそ
れぞれです。「じゃあ、なりたい動物は何？」と聞くと意外
にも「鳥」との答えが多くありました。自由に飛んでどこ
へでも行けるから…。大昔から大空を自由に飛び、美し
い声でさえずる鳥は人々の憧れでした。そして身近に感
じ、ともに生活して来ました。鳥の声で目を覚まし、飛翔
などの行動や種類の変化からもさまざな知識を得て暮
らしに役立てていました。
　多くの鳥は毎年同じ時期になると、繁殖する場所と冬
を過ごす場所の間を移動します。これを「わたり」と言い
ます。種によって場所や距離は違いますが多くは季節
ごとに食べ物の豊富な場所に渡って行きます。これから
の季節は「冬鳥」と呼ばれる鳥が日本にも渡って来ま
す。その地域に秋から冬にわたって来て越冬する鳥で
す。ハクチョウやガンなどがそうですね。この時期は春
の季節同様バードウォッチングをするのに楽しく良い季
節です。紫波町にもたくさんの冬鳥が飛来します。よく
見ると見慣れない鳥に会えるかもしれません。素敵な
出会いがあると
いいですね！

冬鳥のジョウビタ
キ（雄）は、比較的
出会いやすい鳥だ
そうです。この時
の撮影地は矢巾町

紫波町日詰字郡山駅２０９  ☎676-2838  日詰バス停前
佐藤時計店佐藤時計店

お買い物駐車場

仲　町
駐車場

よかろ様●
松本精肉店様●

GS● ●タクシー

眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
有限会社 サトウ時計店

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店

スマホ用QRコード

成人式
お支度

￥16000（税別）
貸衣装も予約承り中

もっとお得な
メール会員募集中

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺字古屋敷6-31
TEL019-676-5825 
E-mail kamihikoki@posh.jp　

OPEN8:40
CLOSE18:00

【定休日】
11月11日・17日・18日・25日
12月２日・９日

｢読書の秋｣のメガネ２万円セット｢読書の秋｣のメガネ２万円セット

当店には眼鏡のスペシャリスト認定眼鏡士が在籍してます。
http://www.meakashi.com

詳しくはＷｅｂで 目明かし堂 検 索

楽しめる秋にお洒落なウェーブカラーで

相心舘

☆ヘアーデザインBefore⇒After
New ● パーマ・クリープフォー ￥4800（税別・カット含まない）
New ● カラー・パズルエアー ￥3900（税別・カット含まない）

☆ヘアーデザインBefore⇒After
New ● パーマ・クリープフォー ￥4800（税別・カット含まない）
New ● カラー・パズルエアー ￥3900（税別・カット含まない）

口コミが
一番ホット
します

軽くて丈夫な
シャルマンｅｙｅｓｉｓ
+HOYAレンズ

レンズ交換のみ（１組）5,0００円
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紫波町図書館 〒028-3318紫波中央駅前2丁目3-3 オガールプラザ中央棟　情報交流館内 ／ ☎ 671-3746
 ■開館時間　火～金曜日：午前10時～午後7時／土・日・祝日：午前10時～午後６時
 ■休館日　　毎週月曜日（祝日にあたるときは翌日）、館内整理日（月末最後の平日）

みんなよむ

里山風景の
写真集や里
山ガーデニ
ングの本

移動図書館かたくり号から見える町の風景
このコーナーでは、移動図書館かたくり号で町内を巡回している図書館司書の皆さんが、町内のおすすめ
の景色を紹介しています。また、併せて図書館情報もお伝えします。

北沢地区
の

里山風景

★レファレンスサービス
　皆さんの調べものについて、図書館の本やさまざま
なデータなどを使い、解決までのお手伝いをします。
「○○について調べたいけれど、なにを見たらよいか
分からない」というときは、レファレンスカウンター
までお気軽にご相談ください。

図書館を
利用して
みよう

　
国
道
３
９
６
号
を
盛
岡
方
面
へ
向
か
っ

て
い
く
と
、
乙
部
バ
イ
パ
ス
と
旧
釜
石
街

道
の
分
か
れ
道
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の

手
前
の
十
字
路
を
東
へ
折
れ
進
ん
で
い
く

と
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
と
と
も
に
、
の
ど

か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
森
が
あ
り
、
川
が
あ
り
、
段
々
に
な
っ
た
田
ん

ぼ
と
畑
、
そ
し
て
家
々
。
夏
の
時
期
に
は
蛍
が
飛

び
交
う
こ
の
場
所
は
、
秋
の
紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
、

冬
の
雪
景
色
も
美
し
く
、
四
季
を
通
し
て
と
て

も
趣
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
に
住
ん
だ
こ
と
が

な
い
人
で
も
、
ふ
と
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
な

場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
里
山
の
小
自
然
を
再
現
し

て
心
が
癒
さ
れ
る
庭
づ
く
り
や
、
里
山
の
暮
ら
し

を
取
り
入
れ
て
み
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

す
る
本
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
自
然
に
囲
ま

れ
た
紫
波
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
気
づ
か
な

か
っ
た
も
の
が
見

え
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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